
…
廿
八
弘
之

L
仇
Y

A
む

3
巳
い
也
振
興
釣
策
。
…

…
年
度
凶
厄

ι
φ
J
3
H
J屈
へ
の
抱
貨
は
…

独
立
二
年
目
の
昭
和
二
十
八
年
度
に
於
け
る
大
村
市
浪
林
市
産
振
興
対
策

と
し

τは
、
よ
き
耕
作
、
よ
き
取
引
、
よ
き
農
村
の
社
合
を
打
立
て
k
見
よ

ー
と
寸
る
加
ん
が
そ
回
き
農
家
の
方
々
の
愛
郷
心
に
訴
え
て
、
農
家
経
営
の
合
理

牝
と
新
し
い
時
代
へ
の
農
村
建
設
を
理
想
去
し
て
白
か
ら
も
開
拓
し
て
行
と

う
止
い
う
意
慾
に
燃
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
安
来
と
そ
木
事
業
迷
成
の
重

要
な
と
L
L
で
、
と
れ
を
基
探
'と
し
て
、
農
家
自
ら
の
手
で
成
し
遂
け
ね
ば
、

農
家
全
休
の
生
活
安
定
も
枇
会
的
地
位
の
向
上
も
成
は
批
界
の

一
環
に
つ
な

が
る
今
後
の
農
業
の
あ
り
方
'
と
し
て
も
誠
に
心
細
い
。
現
介
代
も
辛
グ
じ
て
自

給
自
足
の
紘
を
、
や
っ
と
持
ち
こ
た
え
る
零
細
農
を
慶
生
し
得
る
指
導
へ
は

ま
だ
1
{
L
発
出
の
飴
地
が
充
分
に
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
生

産
の
相
強
で
あ
り‘

そ
の
待
の
土
地
改
良
や
農
道
の
挙
備
、
耕
mm
へ
の
技
術

ω改
良
、
生
産
物
の
処
政
改
善
.
農
民
生
活
の
改
善
等
々

、
山
区
業
振
興
の

た

崎
町
此
木
的
問
題
は
沢
山
あ
っ
て
、
寧
ろ
筋
政
者
も
農
民
自
休
も
仰
れ
か
ら

唄
り
聞
き
飾
決
し

τ行
く
か
と
迷
う
実
献
で
あ
る
。
何
ん
と
一
式
っ

て
も
食
糧

α増
産
と
そ
U
下
の
急
務
中
の
念
務
で
あ
り
目
椋
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
う
し
て
世
家
の
泊
費
k
生
産
は
農
家
経
慌
を
左
右
す
る
も
の
で
、

そ

ω線

正
副
う
施
策
を
如
何
に
具
体
化
し
方
針
づ
け
て
行
く
か
。

j
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一
緒
に
働
き
た
い
と
云

う
て
お
ら
れ
去
し
た
。

色
々

ξ

お
話
を
伺
っ

て
見
る
'
と
全
く
無
実
の

却
と
云
っ
て
も
好
い
位

な
事
で
戦
犯
に
指
定
せ

ら
れ
た
そ
う
で
金
〈
気

の
毒
の
至
り
で
あ
り
ま

す
。
今
日
の
よ
う
忙
、
た

'
と
い
形
だ
け
で
も
日
本

が
独
立
国
に
な
り
得
た

事
は
、
こ
れ
等
の
方
々

の
尊
い
峨
牲
の
お
際
だ

と
一去
っ

τも
決
し

τ過

一一一一日
で
は
な
い
L
L
思
い
ま

し
た
。皆様

k
共
に
、
こ
れ

等
の
方
々
が

一
日
も
早

く
自
由
な
身
L
し
な
っ
て

枇
会
で
前
限
せ
ら
る
L

H
の
来
る
こ
止
を
お
祈

り
致
じ
ま
す
。

Oi---越
中
ぬ
の
保
安

庁
忙
行
き
ま
し
た
'
と
こ

ろ
が
大
村
市
民
の
皆
様

が
保
安
除
に
対
し
て
非

常
に
親
切
に
し
て
下
さ

る
こ
止
を
大
変
再
ば
れ

ま
し
た
。

恐
ら
く
日
本
中
で

一

帯
保
安
隊
を
大
事
に
し

て
下
さ
ワ

て
い
る
だ
ろ

う
止
の
活
を
聞
い
て
私

も
面
目
を
施
し
た
よ
う

大
村
市
長
大
村
純

U

大昭和28年2月20日〈一)

Oi---就
任
後
、
始
め

て
東
京
に
上
っ
て
市
民

の
神
保
十
一
代
表
し
て
巣

鴨

ω
拘
出
所
に
木
県
出

身
の
H
U
級
戦
犯
を
お

慰
め
に
行
き
ま
じ
た
。

当
市
、
上
小
路
忙
留

守
宅
を
持
っ
て
お
ら
れ

る
実
松
氏
を
始
め
十
四

名
の
方
々
は
何
れ
も
謙

虚
な
気
持
で
一
日
も
早

〈
実
枇
会
正
出
て
新
日

本
建
設
の
為
に
私
逮
止

×
×
×
×
×

×
×
×
×
×
×

×
体
守
口

E

S

P

-
・j
.
7
l
=
l
-F

'

a

、l
l
F

剖
山川
芋
中
ズ
コ

市

長

グ

巣

鴨

。

を

慰

問

効

後

、

戦

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
犯
受
刑
者

に
対
す
る
悶
民

ω同
怖
は
糾
然
'
と
し
て
起
り
、
戦

犯
者
制
作
放
-袋
詰
の
声
が
全
国
的
に
拡
が
り
、

今
や

国
民
的
世
論
土

化
す
る
に
至
っ
た
が
、
一
部
近
親

者
を
除
い
て
は
、

未
だ
国
民
一
般
が
戦
犯
受
刑
者

の
実
態
を
抱
擁
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
。

大
村
市
長
村
別
項
記
載
の
通
り
.
去
る
一
月
上
京

の
際
ク
巣
鴨
4

を
訪
れ
親
し
く
長
崎
鯨
関
係
の
荘

林
誠

ω機
椛
も
適
材
を

一り
凡
ゆ
る
生
産
手
段
の
効

一

止
す
る
。

一
引

す

り
新
監
禁
に
つ
い
て

一有
高
山
民
家

ω一附
利
的
進
に

一

泊
所
に
、
保
持
制
一
旬
、

一川
市
向
上
に
寄
与
せ
ん
止
す
一
向

土

地

生

保

勺

縦

一
(
k
h
L
B
り
お

j
ノ

ロ
逐
次
そ

の
実
績
を
牧
一寄
与
す
る
。

一

円

的

な

附

も

農

家

;

以

で

あ

る

。

一
1

件
付
培
養

一

配

川

沿

1
2
Lあ
り
。

一
例

牧

野

改

良

事

業

一

例
ま
れ
万
般
に
渉
っ
て

J
I
t
M
め
ら
れ
、
そ
一

北
九
緑
肥
白
給
肥
一

1
1
j
;
'
p
h
M一
2
3一K
D
E
J

一従
来
校
出
寸
ら
れ
た
牧
町

一

政
業
経
営
が
低
牧
民
家
一山
上
机
一
川
一
川
一
以
内
一
一
日
そ

の
一

の

増

産
〈…
防
止
利
一
士
一時
一

川
山
町
十
町
一
引
い
り
川
一

f
1
n
E
q立
日
」

…資
制
の
改
良
を
行
い
家
出

一

一
郎
川
町
一
料
日
制
出
川
町
ザ
刷
物
引
制
日
比

一
ほ

事

業

主

一

ζ
そ
の
脱八
川
州
方
策
ゼ

一三
、
畜
産
の
振
興
に

一抑
制
市
朴
で
あ
る
野
菜
の

一

弘

古

川

紅

引

い

い

諸

説

月

一
ぷ

製

作

物

の

振

一

叩

け

れ

ば

州

立

一
ん

れ

禽

の

改

良

一日

日

誌

廿

…

従
来
の
施
策
や
ま
た
一

も
深
め
て
、
充
分
に
山
政
あ
る
耕
地
的
改
良
草
木
町

一

従
来
の
主
的
地
川
広
一
四
一

肥

(
購
入
肥
料
)
は
将
一叫
が
に
侠
つ
農
家
経
営
門
ノ

一れ
を
な
す
と
と
り
凶
雄
一
る一

討
問
山
崎
可
幻
刊
一
山抑制引
いゆ
れ
ド
抗
日
間
れ
い
け
問
点
一一川町一同われ川抑制け
μ
一M
r
J川
M
M
U
M
弘
一鉱
山
は
…
日
間
一
一
百
計
十
叫
刊
誌
一

詰

詩

話

一
れ
日
以
信
活
性
一
一
一
日
品
川
町
一M
抗
日
十
け
れ
山
一
川
町
刊
伐
採
一山
州
諸

1
上れ計
一川
却
下
石
川
一

普
の
努
力
を
何
注
し
、
一

ん
と
す
る
も
の
で
あ
港
、
水
害

復

旧

菜

、

間

三

五

山

崎

で

あ

一

適
切
に
ー
す
る
方
策
一
;

一

燃
の
要
請
に
恭
一日
間
十

MMUいれ川…

刊
日
刊

l

v

m

u

山

闘い比
一
抗
の
良
識
に
よ
っ
て

一
一
、
土
地
改
良
事
業

励
、
出
家
の
自
家
食
糧
一を
行
う
と
北
ハ
に
県
州
製
茶
一

W
農

薬

一伎
町
に
つ
い

て
は
家
再
保
一

化

iu
R
一
恥
い
-一川
上
ん
が
一

充
分
そ
の
事
業
の
成
県
一

特
に
二
十
八
年
段
目
昨

ω雌
保
は
勿
川
進
ん
で
一業
の
増
仙
焼
防
等
、
大
い

一

約
山
川
容
に
対
す
る
政
一純
一
所
、
人
工
授
判
所
を
木
一

業
陥
時
折
ム
」
緊
桁
な
お
…

を
牧
め
て
行
き
た
い

。
一山
カ
年
K
実
施
ぜ
ん
止
す

増
産
に
よ
る
除
刺
の
販
一に
県
の
悶
芸
分
場
を
十
分
一

川
出
品

ω確
保
を
則
し

ι一市
に
設
置
し
市
を
中
心
に

一

れ
や

ι也
絡
を
な
す
o

一

只
今
笹
川
山
桜
な
助
長
行
一る
念
傾
斜
地
帯
農
業
振
興
費
数
是
増
加
を
期
す
る
一日
川
じ
て
技
術

ω改
吾
、

一

接
部
佐
山
和誌
の
協
力
の

一家
古
川
の
保
他
、
防
疫
、
地

一

{

民
休
謀
長
)
一

政
で
は
な
し
に
計
資
的

一臨
時
間
世
法
に
基
い
て
木
ね
、
優
良
相
古
に
対
す
一優
良
脱
首
の
川
入
、
肥
川
一

下
に
駆
除
予
防
を
行
一航
事
業
の
円
滑
な
る
運
営
一

ー
ー
ー
ト
し
十
ト
l
十

一

に
各
税
問
休
の
組
織
を
一市
は
指
定
地
区
に
な
り
農
一

る
栽
川
技
術
の
向
上
や
一管
辿

K
指
導
を
加
え
、
揃
一

い‘

一
般
的
の
も
の
は

一る
計
る
た
め
燃
の
援
助
も
一記
事
制
肢
の
た
め
木
悦
に一

整
備
、
拡
充
す
る
ξ
共
一道
、
約
一一一
十
除
本
.
延
長

一

病
山
容
災
害
対
策
等
の

一日明
、
温
床
の
設
世
奨
励
方
一

協

M
防
除
を
制
収
、
し
能
一行
わ
ん
と
す
る
o

川
し
て

一は
つ
大
村
純
小
川
公
正
前
一弘一

に
こ
れ
が
育
成
強
化
に

一四
千
飴
米
の
刊
誌
は
真
広

一

一
述
の
総
合
肱
策
を
必

…を
も
川
時
に
林
氏
へ
し
た
ホ
の
地
混
と
薬
品
の
有
一
に
又
燃
の
裂
前
も
あ

係

一
心
UM
・川
以
休
日
収
。
一

i
l
i
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1
l11

酬

友
次
第
で
あ
り
去
す
。
所
者
尚
氏
を
慰
問
し
た
が
そ
の
際
、
昨
年
十

一
月

を

発

生

し

て

か

ら

既

に

い

f
待
ち
こ
が

れ

、

そ

が

二
十
四
歳
で
す
り
家
に
附
し
た
入
口
の
方
に
一

そ
の
結
川
ポ
か
'
と
も
間
山
県
鴨
委
員
舎
が
行
っ
た
ん
ゲ
巣
鴨
在
所
者
の
実
態
調
牛
政
を
過
ぎ
た
今
日
、
し
て
揃
い
情
さ
ん
土
正
一
胞
を
離
れ
て
い
る
年
数
二
牧
の
民
が
般
か
れ
、

一

い
ま
す
が
当
市
の
保
安
在
h
q

を
始
め
入
所
者
逮

ω手
で
作
ら
れ
た
版
間
集
い
ま
だ
に
独
立
の
欣
び
も
に
担
問
川
越
の
大
業

収
二
十
凶
年
を
故
長
と

奥
の川
山川一

析
の
広
さ

ω
一

隊

ω
隊
員
の
方
か
ら
は
「
巣
鴨
」を
始
め
在
巣
附
長
崎
服
人
会

ω執
筆
削
集

K
市
川
ま
れ
な

い
で
鉄
窓

K
微
力
を
搾
け
う
る
日
じ
、
短
い
も
の
で
も
一九

止
と
ろ
K
説
削
所
や
使
一

度
々
、
市
民
の
貧
困
者
に
な
る

「
巣
鴨
の
生
活
L

L
L
題
す
る
削

f
な

r、巣

に
拘
禁
さ
れ
て
い
る
L
L

の
早
か
れ
か
じ
と
、

明

年

、

千
均

は

十

年

に

な

所

(
水
洗
.
洋
式
」
や
被
一

に
対
し
て
多
矧
の
金
品
川
怖
の
笑
休

を

知

る

数

々

の

資

料

を

持

ち

帰

っ

た

。

こ

ろ

な

の

で

す

。

け

作
れ
念
じ
つ
つ

七

年

っ

て

い

ま

す

。

服

な
ど
の
持
制
所
が
、
一

を
寄
贈
せ
ら
れ

τお
り

以

下
、
連
載
す
る
の
は
「
巣
鴨
の
生
前
」

ω
内

日

本

ω
首
部
、
東
京

あ

ま

り

の

永

い

能

川

の

そ

れ

で

は

、

こ

こ

巣

ぃ
，r-4
巧
み
K
配
列
さ
一

ま
す
。

存
で
あ
る
が
、
市
民
各
枕
は
、
こ
れ
に
依
っ

τ巣
鴨
の
街
の
北
部
忙
行
似
の
生
活
を
つ
ピ
け
て
い
ま
怖
で
私
た
ち
は
毎
日

ど

れ
て
い
ま
す
り
そ
し
て
…

ま
た
先
般
、
松
並
町
入
所
者
注
の
生
活
や
気
持

ω
一
端
を
認
識
さ
れ
、

池

袋
'
に

い

ろ

駅

が

あ

す

。

ん

な

州

活

を

し

て

い

る

沈

削

問

の

一地
は
あ
る
正
一

の
火
事
の
際
に
は
、
保
所
調
、
時
犯
と
呼
ば
れ
る
気
の
毒
な
人
々
に
対
す
'

る
。
そ
こ
か
ら
か
J

い

て

制

民

八

H
二
十
八
名
の
で
し
ょ
う
か
?
そ
の

き

は

文
机
s
と
な
り
、
ま
一

安
践
の
自
動
車
が
最
先

る

国

民

'と
し
て
の
匹
し
い
考
え
方
町
持
つ
の

に

役

十

分

足

ら

や
め

'と

こ
ろ
の
う
ち
、
十
二
名
付
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. 
一
、
巣
鴨
と
は

今
・
伎
の
戦
争
の
あ
正

仕
米
で
一
昨
世
削
外
的
に

有
名
に
な
っ
た
ス
ガ
モ

・
.フ

リ
ズ
ン
(
註
・
拘

白
川
)
正
一式
う
'と

こ
ろ

は
一
一
体
主
ん
な
止
と
る

で
し
上
う
か
?

そ
と
に
村
山
争
犯
非

に
川
わ
れ
た
、
い

わ
ゆ

る

「
的
犯
」

L
L

い
う
も

〉
1

、
k
R
〉
主
事
ι
-

0
4
μ
n
q
υ
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人口の勤き (1月中〉
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